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論 文 内 容 要 旨
畑地の土壌や作物の状況,変 化を圃場ごとにしかも広域に観測 した情








光学的土壌指数 ・光学的生育量指数を提案 し、その適用について検討 し
捷。さらに、これらの指数を利用 して十勝地方の畑土壌を対象に表面土
壌図の作成を行っ拒。













面 を覆 い つ くす と き の 反 射 の 点 をPと す る と・ 観 測 値AはSか らPへ移 動 す
る。 こ の2点 を結 ぶ 線SP上に 生 育 途 中 の 作 物 は並 ぶ こ と に な る。APは土
壌 条 件 に よ って 異 な る。 圃 場 の 作 物 が生 育 す る に つ れ て ・ 近 赤 外 の 反 射
が増 加 し、 赤 の 反 射 が 低 下 して 点Pに 集 中 す る 。一 方 、 分 光 反 射 率 の 低
い 、 黒 い土 壌 で は 赤 の 反 射 は ほ と ん ど変 らず 、 近 赤 外 の 反 射 が 高 くな る。
した が って 、 観 測 値 は 点Pを 頂 点 と し、 土 壌 の 直線 を底 辺 と し た三 角 形
の 中 に 、存 在 す る こ とに な る。 土 壌S(Rs,IRs)と作 物P(Rp,1Rp)の反 射 の




(IRp-1Rs)!(Rs・Rp)は土 壌 毎 に一 定 で 、Slは土 壌 特 性 の 一 指 標 とみ な す
こ とが で き る。 この 土 壌 指 数Slは腐 植 量 や含 水 比 に よ っ て 値 が 変 るが 、
腐 植 量 は短 時 間 で 変 化 しな いの で 、 土 壌 指 数 の変 化 は土 壌 水 分 の 変 化 を
表 わ す こ とに な る。
赤 及 び 近 赤 外 の 反 射 率 か ら生 育 量 指 数Kを 導 い た 。 さ らに 、 圃 場 の 作
物 群 落 の分 光 反 射 率 測 定 値 と対 応 す る裸 地 土 壌 の 分 光 反 射 率 測 定 値 か ら






















ここではさらに上記土壌をもつ3圃 場で、テンサ イの生育に伴 う分光
反射率の変化を測定 し、特徴抽出モデルが成 り立つ ことを実証 した(図
4、図5)。 調査では各地に散 らばる電源の無い試験圃場での分光反射
測定の距めに開発 し艶簡易分光放射計を使用 しだ。その結果、生育:量指

















されて緑葉が少な くなることを利用 して解析 した。すなわち、噴出物の
違いや堆積厚さの変化に よる分光特性の変化は,赤 と近赤外の波長轄の
関係により,2次 元的に表すことができる。チャネル5(赤;R)と チ
ャネル7(近 赤外;IR)の 写真濃度か ら反射率を計算 し,作 図した結





を明 らかに して、写真処理による自動判別の資料 をうることと、セラー







5)光 学 的 土 壌 指 数 を利 用 しだ ラ ン ドサ ッ トに よ る
表 面 土 壌 図 の 自動 作 成
リモ ー トセ ン シ ング に よ り分 光 特 性 か ら表 面 土 壌 を 区分 し、 そ の 分 布
図 を作 成 す る こ とが で き る。 一 般 に,リ モ ー トセ ン シ ン グ ・デ ー タに よ
り土 壌 の 同定 や土 壌 図 の 作 成 す る と き,土 壌 の 情 報 に植 生 の 反 射 の 影 響
が あ る と判 別 率 が 低 下 す る。 ラ ン ドサ ッ ト ・デ ー タか ら表 面 土 壌 図 を 作
成 す る場 合 に も,土 壌 指 数,S1=(PIR一バ ン ド7)!(バン ド5-PR),は有 効
で あ る 。本 章 で は 、 土 壌 指 数 を利 用 し拒表 面 土 壌 図 作 成 の ため のデ ー タ
処 理 法 を 明 らか に す る と と も に作 成 した 表 面 土 壌 図 の 実 用 性 の あ る こ と
を 明 らか に し た。
土 壌 指 数 算 出 の だめ に 、 植 被 率100累の 座 標 点(PR,PIR)を牧 草 畑 の 統 計
値 に求 め 、バ ン ド5の最 低 値 とバ ン ド7の最 高 値 か ら、PR=10,PIR=53を得
た。 土 壌 指 数S1はこの 解 析 で は特 に 腐植 量 に高 い相 関 を 示 した(図7)。
こ のSIのチ ャ ネル だ け で は,土 壌 の ク ラ ス とそ の他 の ク ラ ス を 区 別 で き
な い の で,土 壌 図 作 成 の た め に は他 の チ ャ ネル と組 合 せ る必 要 が あ っ た。
4チャ ネル の 組 合 せ と して,バ ン ド5,Sl,バン ド4/バ ン ド5および バ ン
ド7/バ ン ド5,が 最 も よい 結 果 を得 拒 。 この 組 合 せ に よ っ て,植 被 率 が
約50%以 下 の畑 で 土 壌 ク ラ スが 判 読 し得 だ 。
ラ ンrサ ッ トMSSデー タの コ ン ピ ュ ー タ解 析 で 湿 性 火 山 灰 土 の うち 排
水 を必 要 とす る過 湿 な 畑 を 抽 出 し炬結 果,暗 渠 排 水 施 工 実 績 図 と よ く一
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審 査 結 果 の 要 旨
本研究は,リ モートセンシングによる表面土壌図作製の技術を開発し,これを土壌図の作製の
みならず降下火山灰の分布調査,ブ ラジルのセラー ドの植生調査,作 物の生育収量の予測などに
活用 した結果をとりまとめたもめである。
表面土壌図の作製の技術の開発
耕地には,性 状の異なる土壌の上に,種 々の生育量のちが う様々の作物が栽培されている。し
たがって耕地の映像の解析には,土壌 と作物を正確に識別することが不可欠である。この識別に










ることができた。緊急の対策が必要 とされるこのような調査で,リ モー トセンシングの有効性を
明らかに した。
ブラジルのセラー ドの植生調査
昭和55年よりセラー ドの農業開発の研究に参加 し,交通機関のほとんどない地域での リモー ト
センシングによる植生図を作 り,農業開発可能地の分布を決定 した。
作物の生育 ・収量:の予測
生育指数を利用 して,リ モー トセンシングによる作物の生産 ・収量を予測する技術を確立 し,
これを北海道におけるテンサイに適用 した。
以上のように,著者はリモー トセンシングによる農業利用の方法を独自に開発 し,土壌図の作
製だけでな く,各方面への応用価値が大きいことを明らかにした。以上の業績は,農 学博士の称
号を授与するに値するものと判定 した。
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